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2Ja-3　　　和室の雰囲気に及ぽす要因分析

　　　　　　　　　　　-1.和室の実態と居住者の意識-

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○國嶋逮子（京都女大）

　目的　戦後、わが国では生活の洋風化が進み川主生活の面においても床座から椅子座へ大きく

変化してきた．これにともない川主まいにおいて多くを占めていた和室も次第に滅少してきている

が、和室への愛着は依然として強く、洋風化された生括の中に和室の持つよさを取り込もうとする

工夫も見受けられる，そこで、これからの和室のあり方を考え川主宅の設計計画に生かせるよう、

和室の雰囲気に及ぽす要因俐斥

2Ja－4 家族周期段階に対応した和室の使用形態に関する一考察

　　　　　　　　岩重博文（広島大）

　【目的】　今日，我々の住生活において，起居様式の洋風化（いす座）か速いスピードで進行して

いる。しかし欧米にみられる起居様式とは少し異なり，床上でのいす座である。その結果，和室の

使用か減少する傾向にある。これらの理由により各家族周期段階における和室の所有数，和室の利

用率，和室に対する考え方などを調査し，今後の和室の動向について検討する。

　【方法】家族のライフステージを若い方から順に５段階（ステージ）に分類し，全ステージにわた

りアンケート調査した。調査対象は広島県内の家庭で. 90世帯から回答を得た。各ステージの調

査数にアンバランスを生じないよう配慮した。

　【結果】１）住居の所有形態については，ステージカ塙くなるほど持家一戸建か多くなり，ステー

ジ５では約８割か持家一戸建である。また延べ床面積および室数についても｡ステージか高いほど多

くなっている。　２）和室を全く持たない家庭はなく，和室の所有数はいずれのステージにおいて

も２～３室か多く，全室に対する和室数は５割程度である。床の間については，ステージか高いほ

ど所有率が高くなっている。　3）個室以外の和室の使用目的としては，客間としての使用例が最

も多い。その他の使用目的，使用主体，使用時間などについては，家族形態や居住形態との関わり

力佑りステージごとに異なった特徴かみられる。ステージ２では子どもの「遊び場」や「家族寝室」

として使用する世帯か多く，全ステージのうち最もよく和室を利用している。ステージ５では「趣

味の場」としてよく使用している。　4）和室に対する印象としては「落ちつきがある」「親しみ

か持てる」「暖かい」等のイメージを各ステージに共通して感じている。
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